
 

 

                解答編 

 

 

 

 この検定は、最近の手口をもとに作成しています。 

 解説をご覧になり、被害防止に役立ててください。 

 

 

 

【問１：４】 

 １ 金融機関は被害予防の「最後の砦」です。声かけは警察の依頼によるものです。 

 ２ 「風邪をひいた」「扁桃腺がはれた」この言葉で多くの方が騙されています。 

 ３ 被害にあわれた方の多くは「自分は大丈夫」と考えていました。過信は禁物。 

 ４ 変更前の電話にかけ直すことは、簡単かつ重要な被害予防策の一つです。 

 

 

【問２：２】 

 １ 犯人は「名簿」を使って電話をかけ、人気の無い場所のＡＴＭへ誘導します。 

 ２ 「ＡＴＭでお金を返す」は詐欺です。すぐ身近な人や警察に相談しましょう。 

 ３ 電話では安易に個人情報を話さないで下さい。あなたの「名簿」が作られます。 

 ４ 電話では誰にでも簡単になりすますことができます。気を付けましょう。 

 

 

【問３：３】 

 １ 警察官や銀行職員がご自宅に通帳やカードを取りに行くことはありません。 

 ２ 「ニセ警察官」の指示で現れた「ニセ銀行員」に通帳など渡してはいけません。 

 ３ 「秘密」と言われても、一人で判断せず、身近な人や警察に相談しましょう。 

 ４ 電話の相手は「ニセ警察官」です。すぐ近くの交番や警察署に相談して下さい。 

 

 

【問４：４】 

 １ 「選ばれた」という言葉は、話を聞かせる手口です。すぐ電話を切りましょう。 

 ２  「必ずもうかります」という「うまい儲け話」は世の中存在しません。 

 ３ 後日、「名義貸しは違法」「弁護士費用が必要」等とお金を脅し取られることが

  あります。被害者の多くは「犯人は丁寧な口調で親切だった」と言っています。 

 ４ 犯人から「脅し」の電話があれば、一人で悩まず、すぐ警察に相談して下さい。 

 

 

【問５：２】 

 １ 「レターパックやゆうパック、宅配便でお金を送れ」という話は全て詐欺です。 

 ２ 当せん番号は機械で無作為に決まり、事前に分かることは絶対にありえません。 

 ３ 犯人は「話ができればだませる」と言っています。すぐ電話を切りましょう。 

 ４ ロト６の当せん番号は新聞に掲載される前日、ネットで公表されています。 

 

 


